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置や種類が具体的でわかりやすい」という意見や
「みんなが統一してポジショニングができる」「皮
膚・排泄ケア認定看護師に直接アドバイスをいた
だけるので安心できる」という意見が聞かれ，イ
エローシートを導入したことで，その都度ベッド
サイドで確認ができ，スタッフが体位交換に入っ
ても同じようなポジショニングがとれるように
なった．また，皮膚・排泄ケア認定看護師からは「カ
ンファレンス表に褥瘡予防の視点で患者の問題点
が明確に表記されている」「ポジショニング回診
の回数を重ねるごとに基本的な30度側臥位に関し
ては，助言なく実施できるようになっている」と
意見をいただいた．
Ⅵ．考　察
　当病棟の特性から褥瘡ハイリスク患者が多く，
褥瘡発生予防には特に注意が必要不可欠である
が，新規褥瘡発生率が高いことから褥瘡予防策に
問題があるのではないかと考えた．そこで当病棟
では褥瘡管理プロジェクトが発足し，当病棟の現
状分析をしたことで課題が明確となった．その課
題に取り組むため褥瘡係がリーダーシップをと
り，スタッフ一人一人が褥瘡予防に対して意識で
きるぐらいの具体的な行動レベルまで考えたイエ
ローシートやOHスケール表などのシステムを構
築した．その結果，業務の中に褥瘡予防を意識す
る機会が増え，予防に対する意識が高まり，褥瘡
発生率の低下につながったと考える．また，ポジ
ショニング回診では専門的な知識のある認定看護
師が介入することで体交枕を使用したポジショニ
ングの指導を直接受けることができ，根拠を持っ
て実践できるようになった．根拠を持つことで，
除圧すべき部位がわかり，目でポジショニングの
確認をするだけでなく，実際に触れてみて除圧の
確認をするなど，以前に比べて積極的な姿勢がみ
られるようになった．また，保湿剤やフィルム剤
の使用方法・貼用時の工夫など専門的な知識を直
接アドバイスを受け，一緒に実践して技術を学べ
るようになった．認定看護師が介入するポジショ
ニング回診は，自らの知識・技術力を確認する場
となり，適したポジショニングができていた時の
喜びは自信へとつながり，修正していただくこと
で安心感も生まれていると考える．さらに，褥瘡
新規発生率が0％となったときには，病棟全体で
スタッフと喜びを共有することができた．そのた
め，褥瘡予防対策に関するモチベーションが高ま
り，褥瘡予防に積極的に取り組む姿勢を継続させ
ることができたと考える．ポジショニングの勉強
会で基本のポジショニングを学んだ上で，ポジ
ショニング回診の事例を積み重ねることは自らの
知識・技術力が育ち，褥瘡予防に関する看護の質
が向上したと考える．その結果が褥瘡新規発生率
の低下につながったのではないかと考える．
Ⅶ．おわりに
　今後もこの取り組みを継続して褥瘡新規発生率
の低下を目指すためには，褥瘡係以外のスタッフ
にも中心となってもらい，褥瘡カンファレンスが
継続できるようにしていく必要がある．そのた
め，褥瘡カンファレンスにあげる患者の選定を係
りのメンバーが決めるのではなく，スタッフにも
行えるようにしていくことが必要である．
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